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ご使用の前に

本体のみ使用

ダブルショルダー併用

シングルショルダー併用

シングルショルダーパーツは別売りです

（13kg） （15kg）

Ｗショルダー使用 前向き抱っこ
シングルショルダー使用 対面抱っこ・前向き抱っこ
ヒップシートのみ 対面抱っこ・前向き抱っこ

Ｗショルダー使用 対面抱っこ

シングルショルダー使用 腰抱っこ
ヒップシートのみ 腰抱っこ

赤ちゃんと過ごすみんなが笑顔になる
それが Lucky Baby Hip Seat です。

寝かしつけをしたり、同じ景色を見たり、記念写真を撮ったり･･･
抱っこひもに不慣れなおじいちゃん・おばあちゃんも簡単に使えます。

子どもも大人も Lucky Baby Hip Seat で新しい一歩を踏み出しましょう！
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使用月齢 安全にお使いいただくために
•	ご使用者並びにお子さまの安全のために、ご使用前に本書をよくお

読みのうえ正しくお使いください。

•	お読みになった後は、必要なときにすぐに取り出せれる場所に保管し

てください。

•	本製品を他のお客さまにお譲りになるときには、必ず取扱説明書も

あわせてお渡しください。

材料・部材は十分に選別しておりますが、主なる素材が繊維であるため、
使用頻度にもよりますがお使い始めてから約３年を耐年数とお考えください。

シングルショルダーパーツは別売りです

（13kg） （15kg）

Ｗショルダー使用 前向き抱っこ
シングルショルダー使用 対面抱っこ・前向き抱っこ
ヒップシートのみ 対面抱っこ・前向き抱っこ

Ｗショルダー使用 対面抱っこ

シングルショルダー使用 腰抱っこ
ヒップシートのみ 腰抱っこ

安全な抱っこができているか

T.I.C.K.S（ティックス）チェック！

T ight
ゆるすぎる抱っこはお子さまの落下につながります。
バックルをしっかり装着してサイズを調整します。

Support
お子さまの背中が十分支えられていることを
確認してください。

お子さまの気道を常に確保してください。お
子さまのあご（口・鼻）が抱っこひも使用者の
胸につくなどの圧迫は窒息につながります。 

Keep chin off the chest

お子さまが抱っこひものなかに埋もれてい
ないか注意してください。お子さまのおでこ
にキスができる高さが理想です。

Close enough to kiss

お子さまの体調の変化などを常に確認でき
るように、お子さまの顔が見えるように抱っこ
してください。

In view at all times

T.I.C.K.Sルールとは海外で広く提唱されている、
より安全に抱っこひもを使うためのポイントをまとめたものです。

● 使用できるお子さまの月齢

【ポーチ本体のみ使用時】

たて抱っこ対面　：腰がすわってから（７ヵ月頃）～24ヵ月（13ｋｇ）まで

たて抱っこ前向き ：腰がすわってから（７ヵ月頃）～24ヵ月（13ｋｇ）まで

腰抱っこ 　　　   ：腰がすわってから（７ヵ月頃）～36ヵ月（15ｋｇ）まで

【シングルショルダー併用時】

たて抱っこ対面　：腰がすわってから（７ヵ月頃）～24ヵ月（13ｋｇ）まで

たて抱っこ前向き ：腰がすわってから（７ヵ月頃）～24ヵ月（13ｋｇ）まで

腰抱っこ　　　　：腰がすわってから（７ヵ月頃）～36ヵ月（15ｋｇ）まで

【ダブルショルダー併用時】

たて抱っこ対面    ：首がすわった乳児期（４ヵ月頃）～24ヵ月（13ｋｇ）まで

たて抱っこ前向き ：腰がすわってから  （７ヵ月頃）～24ヵ月（13ｋｇ）まで
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　 警告

　 注意

誤った取扱いをすると人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示します。

誤った取扱いをすると人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示します。

●正しく調整し、バック
ルなどの固定箇所を
確実に締めてくださ
い。お子さまが落下
するおそれがありま
す。

●使用中に大きく前かがみ
しないでください。お子
さまが滑り落ちる可能性
があります。

●早産児及び呼吸器
疾患等のあるお子さ
まへは使用しないで
ください。ご使用に
ついては医師に相談
してください。

●お子さまが開口部
から落下するおそれ
があります。体を傾
ける際には、お子さ
まが落下しないよう
手で支えてください。
また、頭が下向きに
ならないよう腰を曲
げるのではなく、膝
を曲げるようにして
ください。

●使用前には、やぶれ、
ほつれ、傷、バックル
などが破損していな
いか確認してくださ
い。また、破損してい
る場合は使用しない
でください。

●抱っこ時は、お子さ
まの頭で前方、特に
足元の視界が妨げら
れないよう装着し、
歩行時も注意してく
ださい。

●バックルの開口部また
はすき間にお子さまの
手指を入れないように
注意してください。すき
間に指が入って抜けな
くなったり、傷害の危険
性があります。未使用
時もバックルが開口し
ていないよう、はめ込
んでおくようにしてく
ださい。

●授乳後30分間位はおな
かを圧迫することがあり、
消化吸収を助けるために、
使用しないでください。
●連続して使用する時は、
体調の変化や装着状況を
確認する必要があるため、
2時間以下の使用にして
ください。
●体調がすぐれない時や、
身体に痛みを感じる時は、
使用しないでください。

●飛行機、車、自転車、
バイクでは使用しな
いでください。

●料理、家事の時は思
わぬ事故につながる
おそれがあるため、
使用しないでくださ
い。

●汗や水で湿った状態
で強い摩擦をうける
と、他に移染するお
それがあります。

●直射日光のあたる
場所に保管しないで
ください。また車内
など高温になりやす
い場所での保管はし
ないでください。（劣
化や変色することが
あります）

●着脱時は、可能な限
り低い姿勢や安全な
場所で行うようにし
てください。他の人
に介添えいただくと
より安全です。

●お子さまがそり返っ
たり、動いて安定し
ない場合は使用しな
いでください。

●使用前にバックル等の
固定部が確実にとめら
れていることを確認し
てください。特に背中
のバックルについては、
バックルがとまっている
か、必ず確認してくださ
い。
●装着後も緩みがないか
を確認してください。
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Lucky Baby Hip Seat について 各部の説明／ポーチ本体

シングルショルダー、ダブルショルダーを両方ご購入の場合、3通りの使い方ができます。
本体のみをご購入のお客様はシングルショルダーベルト（別売り）、ダブルショルダー
ベルト（別売り）が必要です。

シーンに合わせてスタイルチェンジ
長時間抱っこや疲れておねんねしがちな赤ちゃんにはダブルショルダーを。
コンパクトにしたいのならばシングルショルダーを。
ちょっとしたお散歩にはポーチ本体のみで。
シーンに合わせて使いわけができるのでとっても便利です。

Lucky Baby Hip Seat は 3 通りの使い方ができます。

ダブルショルダー
ベルトセット

シングルショルダー
ベルトセット

ポーチ本体のみ

両サイドのポケットには
タオルやお子さまのおもちゃなど
の小物が入ります。

発泡芯材
お子さまの体重を支える重要なパーツです。
必ず入れた状態でご使用ください。

お子さまを乗せても安全に
抱っこできるように、
ポーチに角度をつけました。

お子さまを乗せても座面の
角度がキープでき、安全に
抱っこできます。

お子さまが座る座面には、
滑り止め & 通気性に優れた
メッシュを採用。
ウレタン入りなのでお子さ
まのおしりをやさしくサ
ポートします。

面ファスナーとバックル
で二重の安全。
幅広ウエストベルト（ウ
レタン入り）でお子さま
の重さを分散します。
また、裏地にはメッシュ
を採用しており夏場の
抱っこでも快適です。

シングルショルダーベ
ルトや財布を収納でき
る本体ポーチ部分。
物を出し入れしやすい
よう、
ファスナー部分をアー
チ型に設計しました。
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ポーチ本体のみの使い方

幅広腰ベルトを体の前でウエスト
に合わせて面ファスナーをとめて
ください。

お子さまをポーチ本体の中心に座
らせます。お子さまを必ず両手で
支えてください。

腰ベルトのバックルをとめてくだ
さい。

お子さまをポーチ本体の中心に座
らせます。お子さまを必ず両手で
支えてください。

ポーチ本体を体の前に回し、腰
ベルトテープを調整したら準備完
了です。

ポーチ本体を左右どちらかにずら
し、お子さまをポーチ本体の中心
に座らせます。お子さまを必ず両
手で支えてください。

1 たて抱っこ対面

2 たて抱っこ前向き

3 腰抱っこ
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ポーチ本体の抱き方チェック 各部の説明／ダブルショルダー

ウレタン入りの肩パッドが
肩への負担を軽減します。

メッシュ仕様なので
暑い夏でも快適。

ダブルショルダーベルトセット

オートロックファスナーと
バックルで二重の安全性。

フードは取り外し可能なので
お洗濯にもとっても便利。
また、お子さまの成長に合わ
せてフードの位置を付け替え
ることができます。

セーフティベルト

フィットバックル

腰ベルトの位置は腰骨の上で装着でき
ていますか？
腰ベルトは、ベルトの一番下のライン
が腰骨の上に来るようにして、面ファ
スナー・バックル共にしっかりととめ
ましょう。腰ベルトの装着が緩いとお
子さまを座らせた時にベルトが下が
り、腰への負担が大きくなってしまい
ます。

バックルはとまっていますか？

必ず両手で支えてください。
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ダブルショルダー併用の使い方

ポーチ本体を装着してください。
（P.10 の１～３を参照）

お子さまをポーチ本体の中心に座
らせ、片手で支えながら左右の肩
ベルトを肩にかけ、背中のフィッ
トバックルをとめます。セーフティ
ベルトを必ずとめてください。
お子さまの両腕がダブルショル
ダーベルトの上部から出るように
してください。
フードを使う場合は、ファスナー
ポケットに収納されているフード
を取り出し、肩ベルトのスナップ
ボタンにとめてください。

ポーチ本体前のファスナーにダブ
ルショルダーベルトを取り付けて
ください。ファスナーとバックル
の２点を必ずとめてください。

お子さまを座らせていない状態で
背中のフィットバックルをとめて肩
ベルトの長さを調節しておきます。
これで準備完了です。

お子さまをポーチ本体の中心に座
らせ、片手で支えながら左右の肩
ベルトを肩にかけ、背中のフィッ
トバックルをとめます。セーフティ
ベルトを必ずとめてください。
お子さまの両腕がダブルショル
ダーベルトの上部から出るように
してください。

1 たて抱っこ対面

2

3

たて抱っこ前向き
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ダブルショルダー併用時のチェック 各部の説明／シングルショルダー

ウレタン入りの肩パッドが
肩への負担を軽減します。

メッシュ仕様なので
暑い夏でも快適。

長さ調整のしやすい
バックル仕様。

シングルショルダーベルトセット

オートロックファスナーと
バックルで二重の安全性。

お子さまが座面の中心に座れていますか？

お子さまの軌道を常に確保してください。

お子さまとしっかり密着できていま
すか？
お子さまとの隙間が広い場合、肩ベ
ルトを矢印の方向へ引いて調節して
ください。
お子さまのおでこにキスできる高さ
が理想です。

腰ベルトの位置は腰骨の上で装着でき
ていますか？
腰ベルトは、ベルトの一番下のライン
が腰骨の上に来るようにして、面ファ
スナー・バックル共にしっかりととめ
ましょう。腰ベルトの装着が緩いとお
子さまを座らせた時にベルトが下が
り、腰への負担が大きくなってしまい
ます。

腰ベルトのバックルはとまっていますか？

肩ベルトが肩からずれ落ちていませんか？

背中のフィットバックルはとまっていますか？
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シングルショルダー併用の使い方

お子さまをポーチ本体の中心に座ら
せ、片手で支えながら肩ベルトを頭
と左右どちらかの腕にくぐらせて長
さを調整してください。お子さまの
両腕がシングルショルダーベルトの
上部から出るようにしてください。

お子さまをポーチ本体の中心に座ら
せ、片手で支えながら肩ベルトを頭
と左右どちらかの腕にくぐらせて長
さを調整してください。お子さまの
両腕がシングルショルダーベルトの
上部から出るようにしてください。

ポーチ本体を左右どちらかにずら
しお子さまを座らせ、片手で支えな
がら肩ベルトを頭と左右どちらかの
腕にくぐらせて長さを調整してくださ
い。お子さまの両腕がシングルショ
ルダーベルトの上部から出るように
してください。

たて抱っこ対面

たて抱っこ前向き

腰抱っこ

ポーチ本体を装着してください。
（P.10 の１～３を参照）

ポーチ本体前のファスナーにシン
グルショルダーベルトを取り付け
てください。ファスナーとバック
ルの２点を必ずとめてください。

お子さまを座らせていない状態で
肩ベルトを頭と左右どちらかの腕
をくぐらせて長さを調節しておきま
す。これで準備完了です。

1

2

3
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シングルショルダー併用時のチェック よくあるご質問

お子さまの両腕がシングルショルダー
パーツの上からでていますか？

お子さまが座面の中心に座れていますか？

腰ベルトのバックルはとまっていますか？

肩ベルトが肩からずれ落ちていませんか？
クッション部分が肩の上に来るようにしましょう。

お子さまの軌道を常に確保してください。

お子さまとしっかり密着できていま
すか？
お子さまとの隙間が広い場合、肩ベ
ルトを矢印の方向へ引いて調節して
ください。
お子さまのおでこにキスできる高さ
が理想です。

腰ベルトの位置は腰骨の上で装着でき
ていますか？
腰ベルトは、ベルトの一番下のライン
が腰骨の上に来るようにして、面ファ
スナー・バックル共にしっかりととめ
ましょう。腰ベルトの装着が緩いとお
子さまを座らせた時にベルトが下が
り、腰への負担が大きくなってしまい
ます。

A. 腰抱っこで視界の確保をしてください。

Q.  赤ちゃんが成長して前が見えにくく
　 なってきたらどうしたらいいですか？

A. ヒップシートでのおんぶは落下の危険
　   性が高いため使用しないでください。

Q. おんぶはできますか？

Q. ベルトの先についてるゴムは何ですか？

A.サイズを調整したあと余ったベルトを
　  まとめるためのゴムバンドです。

Q. ダブルショルダーベルトに付いて
　 いるフードは洗えますか？

A. 洗えます。
　  フードはスナップボタンで
　  簡単に取り外せます。
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お手入れ方法 アフターフォロー

•	 お手入れは本体ポーチ内部の発泡芯材を取り出してから行ってください。
•	 色落ちする場合がありますので、他の洗濯物とは別けて洗ってください。 
つけ置き洗いも避けてください。

•	 水またはぬるま湯で洗ってください。
•	 洗濯機を使用する場合はバックル、面ファスナーをとめてネットに入れて　
手洗い (ドライ )コースで行ってください。

•	 脱水機（脱水コース）、乾燥機は使用しないでください。手で弱く絞って陰
干ししてください。

•	 軽い汚れの場合は、湿らせた布で汚れた部分をたたくようにして落としてく
ださい。

•	 漂白剤、蛍光剤入りの洗剤は使用しないでください。

•	 ご使用になる前に、バックルやファスナーなどが破損したり、ベルトや
生地などに破れ、傷がないことを確認してください。

お洗濯についてのご注意

点検について

● 着用方法や使用方法などでご不明な点がございましたら遠慮な

くご相談ください。

● お買い上げから１年間無料修理いたします。
必ずお買い上げ日を証明できるもの ( レシート・明細書等 ) を
保管してください。
弊社までの送料はお客様負担となります。
（初期不良・部品の欠品など弊社の責任によるものは弊社が負

担いたします。）

部品の在庫が無い場合は色や大きさがご希望に添えない場合
がございます。

【無料修理の対象外となる場合の内容】

・お買い上げ日から１年以上過ぎた場合

・お買い上げ日を証明できるもの（レシート・明細書等）がない場合

・自然の消耗・サビ・カビ・変色・虫食い等の製品の劣化。

・お客様の故意・誤った使い方やお手入れ・改造による故障や損傷。

・災害や外部要因などによる故障や損傷。

アフターフォローについてのご連絡先

ラッキー工業株式会社

お問い合わせ窓口：0585-45-7425
受付時間：9：00 ～17：00（土、日、弊社定休日を除く）


